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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 41,114 － 2,651 － 3,930 － 2,454 －

2024年３月期第１四半期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 5,805百万円（－％） 2024年３月期第１四半期 －百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 88.70 88.48

2024年３月期第１四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 219,825 149,127 63.9

2024年３月期 218,580 149,166 64.2

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 140,376百万円 2024年３月期 140,432百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － － － 70.00 70.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 45.00 － 70.00 115.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 171,000 23.4 10,400 18.7 12,700 9.2 8,000 △69.6 284.31

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（注）当社は2023年10月２日設立のため、前年同四半期の計数及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　　　２．「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2024年３月31日現在の発行済株

　　　　　式数（自己株式数を除く）を使用しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 28,141,360株 2024年３月期 28,141,360株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 1,357,857株 2024年３月期 3,159株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 27,677,845株 2024年３月期１Ｑ －株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ８「２．連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針

の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は2023年10月２日設立のため、前年同四半期の計数は記載しておりません。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

（ご参考） 百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期第１四半期 40,031 1,943 3,190 2,333

2025年３月期第１四半期 41,114 2,651 3,930 2,454

前年同四半期比増減額 1,083 708 740 122

同増減率（％） 2.7 36.4 23.2 5.2

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当社は、㈱リケンと日本ピストンリング㈱の両社の共同持株会社として2023年10月２日付で設立されました。新

たに発足したリケンＮＰＲグループは、経営統合によるシナジーの創出や事業ポートフォリオ改革によるネクスト

コア事業等の育成・推進を進め、大きな相乗効果を出しつつ脱炭素実現に向けた取り組みを加速することで、持続

的成長と企業価値向上を目指してまいります。

当第１四半期連結累計期間における日本及び世界経済は、総じて緩やかな回復基調ではあるものの、各国での高

インフレや中国経済の減速、ウクライナや中東情勢等の地政学リスクなど、依然として先行きは見通しにくい状況

で推移しました。当社グループと関連の深い自動車産業におきましては、一部メーカーの認証不正問題により日本

国内の生産台数は減少しましたが、半導体不足の影響縮小等によりグローバルの自動車生産は前年並みとなりまし

た。

このような状況のなか、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、為替の円安傾向や㈱シン

ワバネスを子会社化したこと等により、41,114百万円となりました。損益面におきましては、材料費高騰や賃上げ

による労務費上昇等の影響はあるものの、原価低減を進めたこと等により、営業利益は2,651百万円、経常利益は

海外の持分法適用会社の利益の増加等により3,930百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、減損損失の計

上等もあり2,454百万円となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間は、当社の設立後最初のものとなるため、前年同四半期との対比は行っており

ませんが、参考まで㈱リケンと日本ピストンリング㈱を合算した前年同四半期と比較した表を、下記に記載いたし

ます。

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、各セグメントの金額は、セグメント間取引を相殺消去する前の金額であります。

①自動車・産業機械部品事業

売上高は31,645百万円となり、セグメント利益は2,426百万円となりました。

②配管・建設機材事業

売上高は4,505百万円となり、セグメント利益は247百万円となりました。

③その他

当セグメントはＥＭＣ事業、熱エンジニアリング事業及び商品等の販売が中心となります。

売上高は5,473百万円となり、セグメント利益は149百万円となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は219,825百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,245百万円増加

いたしました。これは主に棚卸資産が1,234百万円、有形固定資産が1,160百万円、現金及び預金が1,095百万円、

退職給付に係る資産が520百万円増加したことに対し、受取手形及び売掛金が1,872百万円、投資有価証券が930百

万円減少したこと等によるものです。

負債は70,698百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,284百万円増加いたしました。これは主に有利子負債が

3,039百万円、退職給付に係る負債が217百万円増加したことに対し、支払手形及び買掛金が1,072百万円、賞与引

当金が1,023百万円減少したこと等によるものです。

純資産につきましては、149,127百万円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円減少いたしました。これは主

に自己株式の増加により株主資本が3,960百万円減少したこと、その他有価証券評価差額金が392百万円減少したこ

とに対し、為替換算調整勘定が3,625百万円、利益剰余金が485百万円増加したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期連結業績予想につきましては、2024年５月15日に公表いたしました予想値から変更ありませ

ん。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,440 25,535

受取手形、売掛金及び契約資産 38,709 36,837

商品及び製品 22,736 23,735

仕掛品 7,348 7,655

原材料及び貯蔵品 7,497 7,425

その他 3,680 3,720

貸倒引当金 △63 △64

流動資産合計 104,348 104,844

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,108 16,319

機械装置及び運搬具（純額） 19,703 20,341

土地 8,623 8,659

建設仮勘定 1,986 2,104

その他（純額） 3,773 3,931

有形固定資産合計 50,195 51,355

無形固定資産

リース資産 1,247 1,146

のれん 5,073 4,958

その他 1,232 1,196

無形固定資産合計 7,553 7,301

投資その他の資産

投資有価証券 40,401 39,471

繰延税金資産 1,443 1,490

退職給付に係る資産 13,412 13,932

その他 1,252 1,452

貸倒引当金 △26 △24

投資その他の資産合計 56,482 56,323

固定資産合計 114,232 114,980

資産合計 218,580 219,825

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,915 9,843

電子記録債務 9,148 9,224

短期借入金 7,816 11,460

１年内返済予定の長期借入金 2,404 2,184

未払法人税等 1,587 917

賞与引当金 2,794 1,770

その他 9,999 10,900

流動負債合計 44,668 46,303

固定負債

長期借入金 9,565 9,180

退職給付に係る負債 3,835 4,053

製品保証引当金 285 285

役員退職慰労引当金 189 198

繰延税金負債 7,921 7,783

その他 2,947 2,893

固定負債合計 24,745 24,394

負債合計 69,413 70,698

純資産の部

株主資本

資本金 5,061 5,212

資本剰余金 25,590 25,721

利益剰余金 89,884 90,370

自己株式 △6 △3,966

株主資本合計 120,530 117,337

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,750 7,357

繰延ヘッジ損益 △111 △165

為替換算調整勘定 6,116 9,741

退職給付に係る調整累計額 6,147 6,105

その他の包括利益累計額合計 19,902 23,039

新株予約権 118 97

非支配株主持分 8,615 8,653

純資産合計 149,166 149,127

負債純資産合計 218,580 219,825
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(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 41,114

売上原価 31,546

売上総利益 9,568

販売費及び一般管理費 6,916

営業利益 2,651

営業外収益

受取利息及び配当金 475

為替差益 220

持分法による投資利益 593

その他 121

営業外収益合計 1,411

営業外費用

支払利息 66

その他 66

営業外費用合計 132

経常利益 3,930

特別利益

固定資産売却益 1

投資有価証券売却益 153

特別利益合計 155

特別損失

固定資産除却損 51

減損損失 205

特別損失合計 256

税金等調整前四半期純利益 3,829

法人税、住民税及び事業税 867

法人税等調整額 384

法人税等合計 1,252

四半期純利益 2,577

非支配株主に帰属する四半期純利益 122

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,454

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

四半期純利益 2,577

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △450

繰延ヘッジ損益 △53

為替換算調整勘定 3,214

退職給付に係る調整額 △174

持分法適用会社に対する持分相当額 691

その他の包括利益合計 3,228

四半期包括利益 5,805

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,451

非支配株主に係る四半期包括利益 354

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

四半期連結財務諸表は、㈱東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2024年５月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,368,400株の取得を行いました。この結果、単

元未満株式の買取り、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分も含めて、当第１四半期連結累計期間において自

己株式が3,960百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が3,966百万円となっております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財

務諸表への影響はありません。

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 2,027百万円

のれんの償却額 115百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結損
益計算書計上
額（注）３

自動車・産業
機械部品事業

配管・建設機
材事業

売上高

外部顧客への売上高 31,639 4,505 4,970 41,114 － 41,114

セグメント間の内部売

上高又は振替高
6 － 503 509 △509 －

計 31,645 4,505 5,473 41,624 △509 41,114

セグメント利益 2,426 247 149 2,823 △171 2,651

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＥＭＣ事業及び熱エンジニアリン

グ事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等によるものです。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

「自動車・産業機械部品事業」セグメントにおいて、㈱リケン及び㈱日ピス福島製造所の自動車関連製品製造設備

について、経営環境の変化に伴う収益性の低下により、減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては205百万円であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月９日

リケンＮＰＲ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

　　　　　東　京　事　務　所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山本　道之

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 杉浦　野衣

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 石川　慶

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているリケンＮＰＲ株式会社の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
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（注）

１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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